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ジョブ・シャドウ参加の動機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　就職活動中であった私は、４年生の７月に入っても思うような結果が出ておらず、その頃から、そもそも、自分がそれまで志望していた業界が、本当に自分が志望している業界なのか、自分の望んでいるような職種なのか、悩み始めていた。

　知人の紹介でこの「ジョブ・シャドウ」のことを知り、自分の進路についての迷いを少しでも解決できればと思い、参加した。

福祉現場でのジョブ・シャドウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　私は「人に関わる仕事がしたい」という思いを強くしており、教育現場や福祉現場でのジョブ・シャドウを考えた。そして、NPO法人デイサービスセンター「おらとこ」にて８月１日、２日の２日間ジョブ・シャドウをさせていただくことになった。２日間、理事長である、野入美津恵さんに影のように貼りつき、その仕事を観察させてもらった。正直福祉現場は自分の進路選択の中ではそれほど大きな位置になかったので、知らないことや意外なことが多いだろうと予想し、とにかく仕事をよく見る、疑問に思ったことは何でも聞く、という二つのことを心がけるようにした。

＜８月１日（月）＞

	午前
	７時頃に「おらとこ」へ行く

利用者の方を迎える準備をする

空いた時間を使って、翌週の入浴予定表や送迎予定表を作成する

８時頃から職員の方や利用者の方が来られる

９時から入浴を始める―入浴介助

利用者の方たちとお話

その後、奥の事務所で事務的な仕事―ケアマネージャー等への手紙作成など

	
	昼食は利用者の方たちと一緒にとる

	午後
	昼食後、私は子どもたちと外で遊ぶ―利用者の方はお昼寝の時間

新規利用予定者の方が見学に来られる

だいたいお昼寝が終わる頃、２時くらいからおやつの時間に―この日はかき氷を作る

その後軽く体操

３時半頃から帰る方が出始める―見送り

５時半頃でこの日のジョブ・シャドウは終了


　

＜８月２日（火）＞　

	午前


	９時頃に「おらとこ」へ行く

利用者の方へ声かけ、お話をする

ケアマネージャー訪問―挨拶回り、営業活動

市役所訪問―利用者の増加に伴う申請手続の確認

	
	昼食―駅でNHKスタッフと

	午後


	大阪から施設見学者の方が来られる―案内

おやつの時間

みんなで合唱

お帰りの時間―見送り


　まず１日目、入浴介助の際に、「介助者はあくまで介助、できることはその利用者に任せる」姿勢に気が付いた。実際に聞いてみたところ、利用者の持っている力を眠らせないように心がけている、ということであった。一般的な施設よりゆっくり入浴時間を取ってあるように思ったが、実際にそういうことも配慮しているとのことであった。

　２日目の大きな発見は、営業活動であった。私の頭の中では、福祉の仕事に営業活動というものは、一切なかった。また考えてみれば当然のことだが、役所に様々な申請手続があることも、福祉の仕事として見逃しがちであった。このような「外回り」の仕事を見ることで、施設運営という福祉現場の一面―裏の仕事とも言える―を知ることができた。

　「おらとこ」で一番印象に残っていることは、「細やかな気遣い」である。例えば、お風呂の浴槽を木材で作る、窓を大きく取り風呂場から外の景色が見られる、中庭を造る、利用者手作りの足載せ台がある・・・利用者の立場からの便利さや快適さに細やかな配慮がされていた。職員の、どうすれば楽に仕事ができるか、どうすれば短時間に多くの人数を捌けるか、といった視点から、施設が作られているわけではない。また、「つまらない顔をしているが嫌」という野入さんの思いがよく表れており、みんなが笑顔でいられるよう心配りがされていた。大きな声で明るく声をかけることで、その空間全体的に明るい和やかな雰囲気になる。そして、その気配りが自然にされていることがとても印象的だった。誰もが自分の家にいるように、自分の家でお友達とお話をしているような、そのような雰囲気が強く心に残っている。そして、それは、それ以前に自分が思い描いていた福祉現場のイメージとは違っており、自分の抱えていたイメージが変わることになった。

　２日間のジョブ・シャドウでもう１つ観察していたものがある。それは、「野入美津恵」という、その人のパーソナルな面である。ジョブ・シャドウの過程では、その仕事についても学ぶことができるが、１人の人間の生き方を学ぶことも多いように思う。野入さんは、私からすれば１人の人生の先輩である。仕事を通して滲み出るその人の考え方や価値観、付きっきりで居ることによって聞くことのできる様々なお話。「人生において無駄なものなんて１つも無い」という野入さんの言葉、「嫌なことはあるけれど、辛いことは無い」と話された野入さん。人生観や物事の捉え方など、野入さんの姿から、本当にいろいろなことを学んだように思う。

ジョブ・シャドウを終えて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　この２日間で私が得たもの、それは自分と向き合う時間だったように思う。自分はどうしたいのだろう、この仕事は自分にはできるだろうか、自分はやりたいだろうか、私はこれまでどんなことを思ってきたのだっただろうか、そういったことに、改めて真剣に向き合うことになった。このことが一番重要だったように思われる。人との関わりを大切にしていきたい、人との関わりの中で自分を成長させていきたい、という思いを強くする一方で、この仕事はできるかと自分に問いかけることも多かった。

　知人から誘われて…という始まりだったが、結果としては自分にとって良い機会になったと心から思う。２日間考えたり体験したりすることで、自分の気持ちや考えを整理することができた。自分の悩んでいたことや行き詰まっていたことが、「すっきり解決」とまでは行かなくとも、少しは光の見える状態になるように思う。その点でこのジョブ・シャドウが有意義であったと言える。

　もう１点、私がジョブ・シャドウをしてみて良かったと思うのは、多くの人に出会うことができた点である。今回の場合は取材のこともあり、NHKの方と出会うこともできた上に、「おらとこ」のスタッフの方や利用者の方、野入さんやジョブカウンセラーの盛田さんなど、短期間に多くの人と出会い、交流することが出来たことにとても感謝している。

　私にとってジョブ・シャドウは、就職活動の一環としてだけでなく、人生経験の１つとしてかけがえの無いものになった。

　

NHKの取材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　今回のジョブ・シャドウはNHK「難問解決・ご近所の底力」の取材が入っていた。そのこともあって、次から次へと自分の考えをまとめなければならず、自分自身の考えと真剣に向き合わざるを得なかった。このことが、とても辛く感じるときもあったが、結果としては取材のおかげで、自分の考えを整理することができ感謝している。ただ、撮影中は辛いことも多く、また自分の不甲斐なさに心苦しかった。２日間はただ観察するだけで必死であり、後からになって、取材の件があったからこそと、感謝することができた。

　後日、東京のスタジオでの収録にも参加させてもらった。ここで、ニートや就職活動を前にした人たちの話を聞くことができたのも自分にとってプラスになった。

　放送業界の仕事の様子も少し垣間見ることができ、その点でも今回のことは貴重な体験となった。

　ジョブ・シャドウを通じて得たものは今後、様々な場面で生かすことができると思うし、実際に生かしていきたいと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

最後になりましたが、今回のジョブ・シャドウに際してお世話になった谷口さんはじめ、お忙しい中受け入れてくださった野入さんや「おらとこ」の皆さん、NHKのスタッフの方など多くの方に感謝とお礼を申し上げます。

　素敵な体験をさせていただき本当にありがとうございました。

